
エコノミスト2012.1.17 86

建
国
当
時
の
１
９
６
５
年
、
わ
ず
か

10
万
人
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
国

外
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
来
訪
者
数

は
、
２
０
１
０
年
に
は
過
去
最
高
の
１
１

６
０
万
人
に
達
し
、
11
年
に
は
１
３
０
０

万
人
に
達
し
よ
う
と
い
う
勢
い
で
あ
る
。

10
年
の
観
光
収
入
は
１
８
８
億
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
㌦
（
Ｓ
㌦
、
１
兆
１
２
８
０
億
円
）

で
、
観
光
産
業
は
国
内
総
生
産
の
６
％
を

超
え
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
来
訪
者
数
は
世
界
経
済
の

成
長
を
背
景
に
一
貫
し
て
上
昇
傾
向
に
は

あ
っ
た
も
の
の
、
07
年
ま
で
１
０
０
０
万

人
と
い
う
目
標
に
は
届
か
ず
、
１
人
当
た

り
の
消
費
金
額
の
減
少
に
も
直
面
し
て
い

た
。
だ
が
、
10
年
に
な
る
と
不
況
か
ら
の

回
復
や
２
つ
の
総
合
リ
ゾ
ー
ト
の
開
業
な

ど
を
背
景
に
状
況
は
一
転
、
観
光
収
入
は

前
年
か
ら
49
％
の
大
幅
増
と
な
り
、
来
訪

者
数
と
と
も
に
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い

る
（
図
１
）。

　

東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
の
国
土

で
、
歴
史
・
自
然
遺
産
な
ど
の
観
光
資
源

も
少
な
か
っ
た
こ
の
都
市
国
家
が
、
ア
ジ

ア
で
も
有
数
の
観
光
大
国
と
な
っ
た
の

は
、
早
く
か
ら
観
光
産
業
の
将
来
性
に
着

目
し
、
国
を
挙
げ
て
振
興
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
か
ら
だ
。

　

観
光
業
を
経
済
成
長
の
牽
引
役
と
す
る

た
め
、
１
９
６
４
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政

府
観
光
局
（
Ｓ
Ｔ
Ｂ
）
が
設
立
さ
れ
た
。

現
在
世
界
24
カ
所
に
事
務
所
や
駐
在
員
を

置
き
、
機
能
別
に
分
か
れ
た
７
グ
ル
ー
プ

が
、
観
光
戦
略
を
総
合
的
に
実
施
し
て
い

る
。
Ｓ
Ｔ
Ｂ
は
、
05
年
に
今
後
10
年
の
観

光
振
興
計
画
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
２
０
１
５
」

を
策
定
。
従
来
の
欧
米
や
日
本
に
加
え
、

中
国
、
イ
ン
ド
と
い
っ
た
新
興
国
か
ら
の

観
光
客
獲
得
へ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
げ
、
15

年
ま
で
に
来
訪
者
１
７
０
０
万
人
、
観
光

収
入
３
０
０
億
Ｓ
㌦
を
目
指
す
（
図
２
）。

３
つ
の
重
点
分
野
「
ビ
ジ
ネ
ス
（
国
際
会

議
や
展
示
会
の
開
催
）」「
レ
ジ
ャ
ー（
様
々

な
体
験
が
楽
し
め
る
観
光
地
）」「
サ
ー
ビ

ス
（
教
育
・
医
療
分
野
で
の
良
質
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
）」を
定
め
て
再
開
発
に
取
り
組

む
。

　

観
光
業
界
に
は
20
億
Ｓ
㌦
も
の
観
光
開

発
基
金
を
設
け
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
、
旅
行
商
品
の
開
発
等
を
強

力
に
支
援
す
る
。
以
下
、
具
体
的
な
開
発

策
を
見
て
み
よ
う
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
も

上
回
る
勢
い

　

08
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー

（
世
界
最
大
級
の
観
覧
車
）
完
成
、同
年
の

Ｆ
１
レ
ー
ス
（
世
界
初
の
市
街
地
ナ
イ
ト

レ
ー
ス
）
初
開
催
、
カ
ジ
ノ
を
含
む
２
つ

の
総
合
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
続
き
、
12
年
６

月
開
園
予
定
の
ガ
ー
デ
ン
ズ
・
バ
イ
・
ザ
・

ベ
イ
（
総
面
積
１
０
１
㌶
の
植
物
園
）、同

年
上
半
期
開
業
予
定
の
リ
バ
ー
・
サ
フ
ァ

リ
（「
川
」
が
テ
ー
マ
の
動
物
園
で
、世
界

各
地
の
大
河
を
ボ
ー
ト
で
巡
り
つ
つ
パ
ン

ダ
や
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
を
含
む
動
植
物
を

ボ
ー
ト
で
観
察
す
る
と
い
う
設
定
）な
ど
、

今
後
も
新
た
な
開
発
計
画
が
目
白
押
し
だ
。

　

カ
ジ
ノ
を
含
め
た
総
合
リ
ゾ
ー
ト
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
観
光
再
生
の
切
り
札
と
し

て
、
多
く
の
議
論
を
経
て
導
入
さ
れ
た
。

特
長
は
、
１
カ
所
に
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
施
設
が
集
ま
り
、
家
族
連
れ
や
友
人

同
士
、
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
富
裕
層
の
ニ
ー
ズ

ま
で
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
間
口
の
広
さ

に
あ
る
。
開
発
に
巨
額
の
費
用
を
要
す
る

が
、
カ
ジ
ノ
の
10
年
間
の
独
占
ラ
イ
セ
ン

ス
を
付
与
し
、
新
規
参
入
を
さ
せ
な
い
な

ど
の
工
夫
に
よ
り
、
開
発
・
運
営
主
体
を

民
間
企
業
に
委
ね
る
こ
と
で
ク
リ
ア
し
た
。

　

そ
の
１
つ
、
10
年
４
月
27
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
マ
リ
ー
ナ・ベ
イ・サ
ン
ズ
（
Ｍ

Ｂ
Ｓ
）」
は
、
米
企
業
「
ラ
ス
ベ
ガ
ス・サ

ン
ズ
」
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
東
南
ア
ジ
ア
初

の
高
級
総
合
リ
ゾ
ー
ト
。
世
界
最
大
級
の

カ
ジ
ノ
、
博
物
館
、
シ
ア
タ
ー
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

等
が
あ
る
。
３
棟
か
ら
な
る
ホ
テ
ル
タ
ワ

ー
は
、
地
上
２
０
０
㍍
に
あ
る
屋
上
同
士

が
空
中
庭
園
で
つ
な
が
れ
、
長
さ
１
５
０

㍍
プ
ー
ル
を
備
え
る
。
空
中
に
浮
か
ぶ
巨

大
な
船
を
思
わ
せ
る
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
「
ゲ

ン
テ
ィ
ン
」
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
セ
ン
ト

ー
サ
島
の
北
側
に
開
発
さ
れ
て
い
る
総
合

リ
ゾ
ー
ト
「
リ
ゾ
ー
ト
・
ワ
ー
ル
ド
・
セ

ン
ト
ー
サ
（
Ｒ
Ｗ
Ｓ
）」。
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

人口の２倍以上もの外国人が毎年訪れる観光大
国に押し上げた観光振興施策の中身とは──。

カジノ、国際会議、医療…
不断の開発が外国人を呼ぶ

足
あ だ ち

達　雅
まさひで

英
（自治体国際化協会シンガポール事務所長）
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が
メ
ー
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
だ
。
東
南
ア
ジ
ア

初
の
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
（
Ｕ
Ｓ
Ｓ
）」
は
、24
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
18
が
世
界
初
ま
た

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
独
自
の
内
容
。
カ
ジ
ノ

は
10
年
２
月
に
高
級
ホ
テ
ル
の
ク
ロ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ド
タ
ワ
ー
に
開
設
。
す
で
に
オ
ー

プ
ン
し
た
海
洋
博
物
館
に
加
え
、
12
年
に

は
水
上
ヴ
ィ
ラ
を
含
む
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

２
軒
、
高
級
ス
パ
、
世
界
最
大
規
模
の
水

族
館
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が
開
業
し
、

一
大
娯
楽
施
設
が
誕
生
す
る
。

　

ア
ジ
ア
の
カ
ジ
ノ
産
業
の
売
上
高
が
成

長
を
続
け
る
中
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
と
Ｒ
Ｗ
Ｓ
の
11

年
の
売
上
高
合
計
は
61
億
米
㌦
（
約
４
７

５
０
億
円
）
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

12
年
は
69
億
米
㌦
で
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
上
回

る
、
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
産
業
の
振
興

　

各
種
会
議
、
展
示
会
と
い
っ
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
（M

eetin
g
, In

cen
tiv
e, 

Convention, Exhibition

）
関
連
の
誘

致
に
も
積
極
的
だ
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
産
業
の
振
興
の
た
め
、
Ｓ
Ｔ

Ｂ
は
専
門
組
織
を
設
置
。
国
内
外
の
イ
ベ

ン
ト
を
誘
致
す
る
際
の
優
遇
制
度
を
06
年

に
導
入
し
た
。
09
年
２
月
に
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
を
含
む
観
光
産
業
全
般
を
支
援
の
対
象

と
し
た
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
（Building O

n 
O
pportunities to Strengthen 
T
ourism

）
制
度
に
統
合
さ
れ
、
優
遇
措

置
は
よ
り
多
様
と
な
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
開

催
費
用
へ
の
助
成
と
い
っ
た
財
政
的
な
支

援
か
ら
、
外
国
か
ら
の
招
待
客
や
講
演
者

に
対
す
る
出
入
国
手
続
き
の
簡
易
化
と
い

っ
た
非
財
政
的
な
支
援
だ
。
こ
の
制
度
は

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
シ
ョ
ー
」「
バ
イ
オ

メ
デ
ィ
カ
ル・ア
ジ
ア
」「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

国
際
水
週
間
」
等
、
約
６
０
０
の
イ
ベ
ン

ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

10
年
の
国
際
会
議
都
市
開
催
ラ
ン
キ
ン

グ
を
み
る
と
、
ベ
ル
ギ
ー
の
国
際
団
体
連

合
の
デ
ー
タ
で
は
、
都
市
別
で
世
界
１
位

（
東
京
は
７
位
）、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
国

際
会
議
協
会
の
デ
ー
タ
で
は
５
位
（
日
本

は
国
別
で
７
位
、東
京
は
都
市
別
で
27
位
）

な
ど
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い

る
。医

療
を
観
光
資
源
に

　

近
年
、
安
価
な
医
療
費
や
高
い
医
療
技

術
を
求
め
、
外
国
で
治
療
を
受
け
つ
つ
、

観
光
も
す
る
医
療
観
光
（
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
）
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
医
療
制
度
は
評
価
が
高

く
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
00
年

に
発
表
し
た
「
医
療
制
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
は
ア
ジ
ア
で
１
位
、世
界
で
も
６
位
だ
。

　

こ
の
質
の
高
い
医
療
を
「
観
光
資
源
」

と
し
て
振
興
す
る
た
め
、
03
年
に
は

「Singapore M
edicine

」
と
い
う
複
数

の
行
政
機
関
に
よ
る
連
携
事
業
が
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
済
開
発

庁
（
Ｅ
Ｄ
Ｂ
）、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
企
業

庁
（IE Singapore

）、
Ｓ
Ｔ
Ｂ
が
連
携

し
、「
ア
ジ
ア
の
医
療
ハ
ブ
」
と
す
べ
く
各

種
政
策
を
実
施
す
る
。

　

07
年
の
医
療
観
光
者
は
約
40
万
人
。
Ｓ

Ｔ
Ｂ
は
、
12
年
に
年
間
１
０
０
万
人
、
観

光
収
入
30
億
Ｓ
㌦
を
目
指
す
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の

中
心
に
あ
る
地
理
的
な
優
位
性
に
加
え
、

緑
豊
か
な
都
市
環
境
、
空
港
等
の
交
通
イ

ン
フ
ラ
、
一
流
ホ
テ
ル
の
集
積
、
英
語
の

普
及
、
多
民
族
・
多
文
化
の
共
生
、
治
安

の
良
さ
、
と
い
っ
た
建
国
以
来
の
努
力
に

よ
っ
て
築
き
上
げ
た
優
位
性
が
あ
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
強
み
は
、
そ
の
地
位

に
安
住
し
な
い
こ
と
だ
。
中
国
、イ
ン
ド
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）

諸
国
か
ら
の
海
外
旅
行
者
の
増
加
、
世
界

各
国
の
観
光
開
発
の
進
展
を
常
に
に
ら

み
、
新
し
い
戦
略
目
標
を
掲
げ
る
。
大
胆

な
投
資
と
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
次
々

と
生
み
出
し
、
世
界
経
済
が
曲
が
り
角
を

迎
え
る
な
か
、
来
訪
者
の
大
幅
な
増
加
を

図
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
建
国
以
来
禁
止
さ
れ
て

い
た
カ
ジ
ノ
に
つ
い
て
も
タ
ブ
ー
視
せ

ず
、
厳
格
な
管
理
の
下
、
そ
の
経
済
的
な

メ
リ
ッ
ト
を
追
求
し
つ
つ
都
市
の
魅
力
向

上
に
活
用
し
て
い
る
。
従
来
の
枠
組
み
を

超
え
た
柔
軟
な
発
想
と
決
断
、
実
行
力
が

そ
の
戦
略
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
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図２　新興国からの訪問者数増加に力を入れる

図１　増える外国人の来訪者数と観光収入

（注）来訪者は陸路で入国したマレーシア国民を除く
（出所）「Annual Report on Tourism Statistics 2009」、ＳＴＢ発表
　　　資料より筆者作成

（出所）「Annual Report on Tourism Statistics 2009」、STB発表
　　　資料より筆者作成
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